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１．はじめに 

 Post Grant Review (PGR)および Inter Partes Review (IPR)は、Patent Trial & Appeal Board (PTAB)にお

いて行われる特許の有効性判断に関する新たな手続です（次の比較表参照）。 

 

 Post-Grant Review Inter Partes Review 

請求人の特定 要（匿名不可） 要（匿名不可） 

請求時期 特許許可後 9 ヶ月以内 
特許許可から 9 ヶ月経過後、又はは
PGRの請求時期の満了後のうち、何

れか遅い方 

請求理由 
ベストモード以外の 35 U.S.C. § 282に規

定の全ての理由 

特許または刊行物に基づく 35 
U.S.C. § 102 及び103に規定の理

由 

請求基準 

請求理由により、無効である可能性が、有
効である可能性を上回ると認められるか、あ
るいは、重要な新規の又は未解決の法的問

題を提起する場合に基準クリア 

合理的蓋然性（reasonable 
likelihood）が認められる場合に基

準クリア 

決定までに要する期間 １２ヶ月～１８ヶ月 １２ヶ月～１８ヶ月 

決定後の手続などに対
する禁反言 

PGR手続において示した根拠や示すことが
できたはずであると合理的に考えられる根

拠は、後の手続の根拠にできない 

IPR手続において示した根拠や示す
ことができたはずであると合理的に考
えられる根拠は、後の手続の根拠に

できない 

ディスカバリー（開示手
続き） 

当事者がした事実主張に直接関連するもの 
宣誓供述書または宣言書を提出する
証人の証言録取書、及び、他の公正

な判断のために必要なもの 

オフィシャルフィー 
$35,800（クレーム数２０まで） 

（クレーム数２１以上の場合、１クレーム増え
るごとに$800の追加料金要） 

$27,200（クレーム数２０ま
で） 

（クレーム数２１以上の場合、１クレー
ム増えるごとに$600の追加料金要） 

 

 上記の比較表に示すように、これらの手続に対しては禁反言の問題が生じますので、特許権者は注意が必要で

す。PTABによって特許クレームが無効と認定されたり、特許クレームを維持できずにキャンセルしたりすると、

禁反言がトリガされ、これにより特許権者が継続出願による従前の恩恵に浴することができない事態を招来する

ことになります。 

 

 

 

米国特許付与後の異議手続に起因する禁反言が継続出願に及ぼす影響 
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